
　朝日町エコミュージアムノート No1203

山と共に生きる
お話 / 長岡幸司　氏　

■朝日の山が大好きだ

　わたしは朝日町太郎生まれで、もう８０歳は
越したが、今でも毎日山菜採りや、キノコ採り
で生活をしている。もちろん冬は休みだが。家
の周りにも、山菜やキノコのホダ木があるので、
冬もキノコや山菜にかこまれているなあ。もう
３、４０年は、こんな生活をしている。朝日の
山が大好きで、朝日のことなら、どこに何があ
るか、何でも知っている。俺の庭みたいに思っ
ている。

■山の恵みで生かしてもらっている

　昔は、西五百川にたくさん俺のような人がい
たが、今は少なくなった、商売にしている人は、
何人もいないな。採ったキノコや山菜は、みな
業者に売っている。キノコは、小さな箱に入れ
て売るのだ。買った八百屋が、市場に行ってセ
リで売る。その売った代金を後程精算してくれ
る。何でもそうだが、買ってくれる人がいるの
だから、箱に入れるのにも、美しく見えるよう
にしないとだめだ。ただ決まった量だけ入れて
いるのではだめだ。少しでも高く買ってもらわ
ないと、大切な山の恵みを山から苦労して背
負ってきたのだから。

倒木に生えたなめこ

　山に行ったら何でも採るようにしている。も
ちろん、マイタケ、ブナハリタケ、ナメコはキ
ロ当たり値段が高いのだが、採れないときは、
サルノコシカケでも採って来る。サルノコシカ
ケは重いだけで、マイタケの何十分の一の値段
しかならない。それでも、山に入って、なにも
採れない時は、なんでも採ってこないとだめだ。
どれも山からの恵みだから、われわれ商売人は
それで生かしてもらっているのだから。

■山は危険でいっぱいだ

　山には、いっぱい危険もある、よくあるのは
スズメバチだな。これに刺されると、腕がしび
れてくる。俺はいつもバイクだから、片手でバ
イク運転してきたこともある。手の回り、３か
所刺された時は、山からガラガラ降りて来て、
バイクのとこさ来て、ガソリンつけたんだ、さっ
ぱり腫れないのよ。腫れてきてからではだめだ。
フキの葉つけるのも良い。ホウの木の皮も良い。
刺されたら、まずそこを絞ることだ。いろいろ
方法はあるが、今では薬を持っている。ハチ刺
されの薬だ。何事も準備が大切だ。

■クマには、１８回もあったことがある

　一番おっかないのは、クマだ。おれは一回も
かみつかれたことはないが、見たことは１８回
もある。一番近いのは、２間（３．６ｍ）の所
で出会ったことがある。登山道では、３間の所
でもあった。あの時は、休んでいたら下から来
たのだ。だから、いつも鈴着けている。峰越す
時は、鈴鳴らすのよ。鈴鳴らすと、クマがあわ
ててブナの木に登っていったことがある。木に
登ったクマはおりてこね。一度は大きなの、２
ついて、鈴鳴らすと一つは木に登ったが、もう
ひとつ大きな黒いの軍用機みたいないたのよ。
ハアーて口あいたが、鈴鳴らすと、木に登って
いった。鈴のあの「ケンケン」って音は嫌いな
のだな。登山者も持っていたほうがよい。今は、
山に入る時、爆竹持っていくこともある、奥に
行って、この辺は危ないなあと思ったら、爆竹
掛けるとおっかなく無い。クマには、どこでも
気をつけなければならない、尾根越えるときは、
声を出し「オオー」てさなる。腰にいつも鈴を
つけていることも大切だ。おれは毎日山で仕事
をしているのだ、山にはクマもスズメバチも住
んでいる。だからこちらが気をつけなければな
らない。かかられたら損だ、かかったクマだっ
ていい思いしないだろう。
　　　　　　　　　　　（聞き書き　西澤信雄）
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農家もしているが、山菜採り、キノコ

採りを本業にする。今でも、朝日の山
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